
事業名：飼い主力と防災力の向上
（ペットと家族の防災対策）

団体名：一般社団法人 飼い主防災

令和４年度
美浜区まちづくり活動報告

一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。



一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。

対象：打瀬1~3丁目
マンション41棟
9,139世帯 25,054人

資料：千葉市政策企画課統計室：令和 3 年 3 月末時点

・解決したい地域課題について

幕張ベイタウンとは、快適な居住環境都市デザイ
ンと新しい時代の本格的な都心型住宅
→従来の防災対策等があてはまらず、打瀬地区
独自のモデルが必要と共感者を募る

在宅避難が基本のこの地域で、ペットの飼い主の
孤立化（災害弱者）が多数
→犬の飼育/約1,000頭 猫の飼育/約1,200匹

（ベイタウン内での総定数/アイペット2022年家庭どうぶつ白書等）

1.活動のきっかけ

・解決するためにどうしていくのか

目的：飼い主とペットが共に災害を乗り越えるた
めに平時から必要な備えの啓発活動
→飼い主の責任と教養/教育

目標：動物を嫌いな人も好きな人も共に災害を乗
り越えられる地域社会の理解（形成）
→飼い主の模範として実情を踏まえ、動
物愛護及び管理を区別して考えるきっ
かけ創り（飼い主の自助努力）



一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。

2-1.主な活動内容
事業名：犬や猫のうんち拾い
何 時：毎月第三土曜日
場 所：打瀬3,5丁目公園周辺
参加者：ボランティア有志
何 を：放置された犬や猫のうんち
対 応：片付け（清掃）

場所：犬の散歩銀座と呼ばれている地域
対応：30~50/毎回うんちを片付け清掃



一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。

2-2.主な活動内容
事業名：飼い主さんのための防災講座
何 時：第一回目 2022年11月26日

第二回目 2023年 1月21日
場 所：打瀬公民館講習室及び打瀬公民館横広場
参加者：第一回目（14名）第2回目（18名）
何 を：いざとなってから困らないために

今日からできる 『備え』の話
対 応：第一回目 打瀬モデル（この地域の事情）

第二回目 ペットとの在宅避難

 
 

 

 
 

 

 

 

 

起震車でペット（ぬいぐるみ）と地震の疑似体験 
もし、ご自宅のワンちゃんやネコちゃんと一緒にいるときに、地震がきたらどうなるのか。今回は起震車で

地震を体験し、ペットとの防災を考えていきませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

飼い主防災 

 申し込み 1 月 5 日(木)9 時～ 
① 電話  043（296）5100 

② 窓口  打瀬公民館へ直接 



一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。

2-3.主な活動内容
事業名：そなえパークの日
何 時：2023年3月12日
場 所：千葉県立幕張海浜公園
参加者：家族300、来場者500名（海浜公園発表）
何 を：飼い主防災取り組みの紹介
対 応：共感者を募集



一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。

3.まとめ
・活動して得た成果

目的は達成できたか
達成はできていない
コロナ禍の活動が制限された中で苦戦した
講習会の開催は公民館支援事業とチャンスを得たが、人数制限等参加者の積極的な呼び込
みを控える事となった

山に例えれば、まだ登り始めで一合目にも到達できていない

活動を通じて得たものはあるか
少しずつではあるが、活動に共感していただく飼い主が現れてきた

団体の活動は活性化したか
活性化の第一歩を踏み出したばかり
団体としての活動はまだまだ本格的とは言えない年だったが、次年度に通じる色々なヒント
を見え隠れした



一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。

3.まとめ
・活動して感じた課題

一年間活動をしてみて感じた課題について

動物の嫌いな人も好きな人も共に災害を乗り越えられる地域社会を目指す第一歩は、
飼い主の自助努力からです。全ての対策を一気に行うのは困難ですが、
少しずつでも防災・減災対策を進めていきます

災害時の動物をめぐる軋轢は、多様な動物観の違いに根ざした日常の（顕在・不顕在の）軋轢
の延長線上にあります。動物に対して多様な価値観を有する人と人の共生すなわち「人と動物
が共生する社会」の実現です

地域内での一人ひとりが動物に対して持つ想いに相違（多様性）があることを理解し、寛容な
態度をもって接することから、飼い主及び非飼い主が一体となった地域住民意識の向上を狙い
ます

それがれ飼い主力と防災力の向上事業（ペットと家族の防災対策）から、模範的な飼い主とし
て地域に良い影響を与えていく結果が成果となり、発展となります

次のページに挙げる自治会等、物理的な仕組みにやペット飼育の有無も大きな課題です



一般社団法人飼い主防災飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。

打瀬地区
41棟
9,139世帯
25,054人

UR都市機構 1,360世帯
パティオス 7番街/120世帯
パティオス15番街/126世帯
パティオス20番街/189世帯
パティオス22番街/220世帯
ミラマール /260世帯
ミラリオ /445世帯

千葉県住宅供給公社340世帯
パティオス 9番街/115世帯
パティオス13番街/115世帯
パティオス14番街/110世帯

アクアテラス /252世帯
ベイフロント /308世帯

計11棟2,260世帯/約6,500人

打瀬保育園/120名
みらい保育園/120名
茶々まくはり保育園/110名
ココファン幕張ベイタウン/70名

ペット飼育者/約2,200世帯

打瀬地区防災モデルと課題
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3.まとめ
・今後の事業展開

飼い主

打瀬地区住民 獣医師

ボランティア協議会/自治会

自治体 商店街

飼い主、地域住民、獣医師、ボランティア、行政等が一体となって取組みを推進

一般社団法人
飼い主防災

動物の嫌いな人も好きな人も
共に災害を乗り越えられる地域社会の形成



一般社団法人 飼い主防災

飼い主様の日常に「充実」と「安心」を。


